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中
山
間
地
域
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大

き
く
変
貌
し
て
お
り
ま
す
が
、
自
立
の

道
を
選
択
し
た
本
村
は
、
村
民
が
誇
り

と
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
「
か
て
〜
り
の
里
・
椎
葉
」
を

基
本
理
念
の
基
で
施
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
日
ま
で
、
村
政
全
般
に

わ
た
っ
て
そ
の
成
果
を
収
め
て
お
り
ま

す
こ
と
は
、
村
議
会
を
は
じ
め
村
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も

の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
経
済
は
今
、
円
高
・
デ

フ
レ
が
進
行
し
景
気
の
低
迷
か
ら
抜
け

出
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

消
費
、
生
産
、
雇
用
等
の
経
済
動
向
に

持
ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
先
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
失
業
率
が
高
水
準
に
あ
る
な
ど
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

国
政
に
お
い
て
は
、
財
政
健
全
化
を

踏
ま
え
た
新
た
な
国
民
負
担
の
あ
り
方

に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、「
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
に
お
い
て

消
費
税
増
税
分
５
％
の
地
方
配
分
を

１
．５
４
％
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
社

会
保
障
関
係
費
の
今
後
の
増
額
分
の
全

て
を
税
収
で
賄
う
こ
と
は
困
難
と
考
え

ら
れ
、
地
方
財
政
は
一
段
と
厳
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携

協
定
）は
、
例
外
な
く
関
税
や
規
制
を

撤
廃
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
の

根
幹
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
本
村
の

産
業
に
と
り
ま
し
て
も
大
き
な
影
響
が

予
想
さ
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
そ
の
動
向

を
引
き
続
き
注
視
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、
ま
さ
に
わ
が
国
は
、
政
治
・
経

済
と
も
大
き
な
時
代
の
転
換
期
、
岐
路

に
た
っ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
に
と
り

ま
し
て
も
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
国
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、

国
と
地
方
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
村
の
平
成
24
年
度
当
初
予

算
編
成
は
、「
か
て
〜
り
」
の
精
神
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
「
第
５
次
椎
葉
村
長

期
総
合
計
画
」の
初
年
度
と
な
り
ま
す
。

将
来
像
を
「
夢
・
生
き
が
い
・
幸
せ　

か
て
〜
り
の
里
・
椎
葉
」
と
し
、
私
の

４
期
目
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
「
持

続
可
能
な
ふ
る
さ
と
の
再
生
」
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
柱
と
し
て
、

５
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
快
適
に
住
め
る
村
づ
く
り

二
つ
目
は
、
い
き
い
き
と
働
け
る
村
づ

く
り

三
つ
目
は
、
生
涯
み
ん
な
で
学
び
あ
え

る
村
づ
く
り

四
つ
目
は
、
健
や
か
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

村
づ
く
り

五
つ
目
は
、
未
来
に
共
に
歩
め
る
村
づ

く
り

以
上
の
５
本
の
柱
か
ら
な
る
「
む
ら
づ

く
り
の
基
本
姿
勢
」
で
将
来
的
な
課
題

へ
の
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算

規
模
は
42
億
３
７
０
０
万
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
較
い
た
し
ま
す
と  

１
億
９
０
０
万
円
、
２
．５
％
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

〜
中
略
〜

　

地
方
自
治
体
は
、
自
主
自
立
の
精
神

の
も
と
個
性
と
活
力
に
満
ち
た
豊
か
な

地
域
社
会
の
創
造
が
強
く
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

国
の
動
向
、
経
済
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ

ら
れ
る
よ
う
全
力
を
傾
注
し
、
住
み
よ

い
活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
に
邁
進
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
村
民

の
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
24
年
度　
当
初
予
算

３
月
に
行
わ
れ
た
定
例
議
会
に
お
い
て
、本
年
度
の
予
算
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
予
算
は
、
第
５
次
長
期
総
合
計
画
の
将
来
像
「
夢
・
生
き
が
い
・
幸

せ　

か
て
〜
り
の
里
・
椎
葉
」
並
び
に
、「
持
続
可
能
な
ふ
る
さ
と
の
再
生
」

を
念
頭
に
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
予
算
と
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
施
政
方
針
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42億3,700万円
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一般会計

前年度比 １億900万円（2.5％）減

平成24年度
椎葉村 当初予算 42億3,700万円
平成24年度がスタートしました。
椎葉村の予算内容をお知らせします。

■歳入（目的別）　　　　　　　　単位：千円

財　源 区　　分 金　額 増減率

自主
25.3%

村 税 449,056 4.5%

繰 入 金 313,369 53.4%

諸 収 入 184,900 0.0%

使 用 料  他 124,095 △ 16.7%

依存
74.7%

地 方 交 付 税 2,050,000 △ 4.7%

国庫･県支出金 645,957 △ 15.2%

村 債 320,100 7.4%

交 付 金  他 149,523 △ 11.4%

歳 入 合 計 4,237,000 △ 2.5%

■歳出（性質別）　　　　　　　　単位：千円

経　費 区　　分 金　額 増減率

義務的
38.5%

人 件 費 839,719 △ 0.8%

扶 助 費 140,316 2.0%

公 債 費 650,406 △ 2.3%

投資的
20.8%

普通建設事業費 877,378 △ 6.6%

災害復旧事業費 6,000 200.0%

その他
40.7%

物 件 費 572,709 △ 11.9%

補 助 費 等 574,790 △ 1.7%

繰 出 金  他 575,682 10.7%

歳 出 合 計 4,237,000 △ 2.5%

①

②

③

④

①自主財源とは……村が自主的に収入できる財源（村

民税や固定資産税、各種手数料や財産収入など）

②依存財源とは……国や県から交付される財源（地

方交付税や国県支出金など）

③義務的経費とは…支出が義務づけられ、削減が

極めて困難な経費

④投資的経費とは……支出の効果が資本形成に向

けられ、道路や施設など将来に残るものに支出

される経費

■特別会計予算状況　単位：千円

特別会計名 金　額 増減率

国 民 健 康 保 険 456,677 1.0%

簡 易 水 道 事 業 51,160 △ 9.1%

国 保 病 院 事 業 556,513 △ 6.2%

電 気 事 業 39,756 3.8%

介 護 保 険 事 業 360,636 2.7%

後 期 高 齢 者 医 療 86,032 8.4%

ケーブルネットワーク事業 60,702 △ 8.0%

特別会計合計 1,611,476 △ 1.5%

■一般会計歳出（目的別）　  単位：千円

区　　分
24年度

当初予算額
23年度

当初予算額
増減率

議 会 費 70,009 78,662 △ 11.0%

総 務 費 739,558 980,629 △ 24.6%

民 生 費 502,215 515,306 △ 2.5%

衛 生 費 415,813 384,732 8.1%

農林水産業費 818,691 759,114 7.8%

商 工 費 91,169 59,107 54.2%

土 木 費 453,020 319,050 42.0%

消 防 費 71,072 48,336 47.0%

教 育 費 416,047 530,606 △ 21.6%

災 害 復 旧 費 6,000 2,000 200.0%

公 債 費 650,406 665,458 △ 2.3%

予 備 費 3,000 3,000 0.0%

歳出合計 4,237,000 4,346,000 △ 2.5%

　村民一人あたりの予算額（一般会計）
　　一人あたり　　1,398,811円
　　一世帯あたり　3,539,683円
　　※３月１日現在、住民基本台帳より算出



平成24年度に取り組む事業を紹介します！
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平
成
24
年
度
に
取
り
組
む
主
な
事

業
を
第
５
次
椎
葉
村
長
期
総
合
計
画

の
５
つ
の
柱
ご
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

快
適
に
住
め
る
村
づ
く
り

○
村
営
バ
ス
購
入

・
・
・
４
７
０
万
円

　

間
柏
原
線
の
バ
ス
を
購
入
し
ま
す
。

○
給
水
車
購
入
事
業・

・
・
１
１
５
５
万
円

　

災
害
・
渇
水
・
凍
結
・
火
災
時
に
給

水
を
行
え
る
よ
う
に
購
入
し
ま
す
。

　

約
３
ト
ン
の
飲
料
水
を
供
給
で
き

ま
す
。

○
地
域
住
宅
交
付
金
事
業

・
・
・
１
億
１
０
８
万
円

　

上
椎
葉
地
区
に
２
棟
、
不
土
野
地
区

に
２
棟
の
山
村
定
住
を
新
築
し
、
小
崎

地
区
と
松
尾
地
区
の
住
宅
改
修
を
行
い

ま
す
。

○
ド
ク
タ
ー
へ
リ
ポ
ー
ト
建
設
事
業

・
・
・
２
３
０
０
万
円

　

現
在
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
着
陸
で
き
る

場
所
の
無
い
尾
向
公
民
館
に
お
い
て
、

向
山
地
区
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
建
設
し
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
着
陸
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。

○
山
村
集
落
治
山
事
業

・
・
・
１
５
０
０
万
円

　

小
向
地
区
に
お
い
て
谷
止
め
工
事
を

行
い
ま
す
。

○
地
籍
調
査
事
業

・
・
・
９
５
６
２
万
円

　

今
年
度
は
、
内
ノ
八
重
地
区
と
矢
立

地
区
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

○
村
道
維
持
工
事
（
安
全
施
設
等
）

・
・
・
８
０
５
０
万
円

　

村
道
の
維
持
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

○
重
機
購
入

・
・
・
１
０
０
０
万
円

　

４
ト
ン
ダ
ン
プ
車
、
バ
ッ
ク
フ
ォ
ー

を
購
入
し
ま
す
。

い
き
い
き
と
働
け
る
村
づ
く
り

○
竹
ノ
枝
尾
営
農
飲
雑
用
水
施
設
整
備

・
・
・
６
０
０
０
万
円

　

竹
ノ
枝
尾
地
区
に
お
い
て
農
業
用
水

並
び
に
飲
料
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た

め
、
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業

・
・
・
２
０
０
万
円

　

被
災
地
で
あ
る
宮
城
県
に
お
い
て
、

神
楽
な
ど
の
郷
土
芸
能
披
露
や
郷
土
料

理
ふ
る
ま
い
等
の
復
興
支
援
と
併
せ
て

観
光
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
す
。

○
む
ら
の
商
い
活
性
化
事
業

・
・
・
１
０
０
万
円

　

商
店
街
の
活
性
化
を
目
指
し
た
各
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

生
涯
み
ん
な
で
学
び
あ
え
る
村
づ
く
り

○
地
域
ぐ
る
み
子
ど
も
教
育
支
援
活
動

・
・
・
５
１
万
円

　

椎
葉
小
学
校
に
お
い
て
放
課
後
の
待

機
児
童
の
見
守
り
を
行
い
ま
す
。

○
椎
葉
方
言
調
査
事
業・

・
・
１
７
１
万
円

　

村
内
に
伝
わ
る
方
言
を
後
世
に
残
す

た
め
、
調
査
し
記
録
を
行
い
ま
す
。

○
那
須
家
住
宅
防
火
設
備
設
計

・
・
・
１
０
４
万
円

　

那
須
家
住
宅（
鶴
富
屋
敷
）の
防
火
設

備
の
見
直
し
を
行
い
、
有
事
の
際
に
備

え
設
備
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
人
づ
く
り
推
進
費

・
・
・
５
１
５
万
円

　

中
学
生
の
国
際
理
解
を
深
め
、
積
極

性
の
あ
る
人
材
育
成
の
学
習
の
場
と
し

て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
派
遣
を
行
い

ま
す
。

健
や
か
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り

○
高
齢
者
・
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助

成
事
業

・
・
・
２
４
６
万
円

　

運
転
免
許
を
保
持
し
て
い
る
者
が
い

な
い
世
帯
で
、
か
つ
公
共
交
通
機
関
が

利
用
困
難
な
70
歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ

び
障
が
い
者
世
帯
に
月
４
回
の
利
用
を

限
度
と
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業

・
・
・
３
８
万
円

　

各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン
に

お
い
て
、
高
齢
者
並
び
に
障
が
い
者
の

見
守
り
、
生
き
が
い
活
動
を
促
し
、
地

域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

未
来
に
共
に
歩
め
る
村
づ
く
り

○
子
ど
も
焼
畑
体
験
学
習
補
助

・
・
・
４
０
万
円

　

貴
重
な
伝
統
農
法
で
あ
る
焼
畑
の
体

験
学
習
を
通
し
て
、
民
俗
文
化
の
保
護

に
努
め
ま
す
。

○
お
嫁
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
推
進
協
議
会

・
・
・
４
０
万
円

　

村
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
後
継
者
の

定
住
に
対
し
組
織
と
し
て
取
り
組
む
協

議
会
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。



平
成
23
年
度

教
育
研
究
論
文
表
彰
式

（
３
月
８
日
・
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　

椎
葉
村
教
育
委
員
会
は
、
村
内
小
・
中
学
校
教
職
員
の
日

頃
の
研
究
と
実
践
の
成
果
を
募
り
、
教
育
研
究
論
文
の
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。
研
究
の
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
教

育
実
践
に
関
す
る
科
学
的
研
究
を
推
進
し
、
教
職
員
の
資
質

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

▲

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
発
表
す
る

　

髙
橋
教
諭

最優秀賞
　髙橋 武大 教諭（小崎小）

【研究主題】
　「基礎・基本を確かに身に付けた児童の育成」
　　〜算数科複式指導における取組を通して〜

　　　　　　 受 賞 者 一 覧　　　※敬称略

【村長賞】
　髙橋 武大（小崎小）

【村議会議長賞】
　岩切 武志（尾向小）

【教育委員長賞】
　植田 みずえ（椎葉小）

【教育長賞】
　那須 浩一（椎葉小）

【優秀賞】
　湯浅 志保（松尾小）
　澁谷 雅治（小崎小）

【入選】
　若田 幸子（不土野小）
　児玉 尚洋（大河内小）
　川越 未来（大河内小）
　井上 智子（松尾小）
　平岡 伯啓（椎葉中）
　竹村 郁子（松尾中）

　

 

町
村
会
だ
よ
り

椎葉
晃充
村長の

３月の
動き

１
日　

入
郷
衛
生
組
合
議
会
（
美
郷
町
）

２
日　

庁
議

３
日　

第
３
回
し
い
ば
好
き
人
感
謝
祭

６
日　

３
月
定
例
議
会
（
〜
13
日
）

15
日　

す
こ
や
か
祝
い
金
贈
呈
式
（
大
河
内
）

16
日　

椎
葉
中
学
校
卒
業
式

　
　
　

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　

す
こ
や
か
祝
い
金
贈
呈
式
（
若
宮
住
宅
）

　
　
　

長
寿
祝
い
訪
問
（
平
寿
園
）

17
日　

県
消
防
大
会
（
宮
崎
市
清
武
町
）

22
日　

諸
塚
村
立
診
療
所
竣
工
式
典

26
日　

全
国
治
水
砂
防
協
会

27
日　

叙
勲
伝
達
式

29
日　

郡
町
村
会
総
会

30
日　

退
職
者
辞
令
交
付

　２月28日、宮崎市において宮崎県地域
振興委対策協議会定期総会が開催されま
した。
　総会では、平成23年度の事業報告並び
に決算、平成24年度の事業計画並びに予
算について協議を行いました。
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椎
葉
村
役
場
新
庁
舎
が
完
成
！

　３階には議場、議会事務局、選挙管理委員会、会議室等が配置されました。廊
下の天井は透明になっており、たくさんの木材で組まれた造りを見ることができ
ます。
　議場は全面木質使用となっています。また、会議室は中会議室、大会議室ともパー
ティションで区切ることができ、大小様々な会議に適する事ができます。さらに、
大規模災害時の住民避難スペースとしての活用もできるようになっています。

　

新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
村
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
木
の
香
り
に
包
ま
れ
た
建
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
各
課
の
配
置
図
の
紹
介
と
４
月
18
日
に
行
わ
れ
る

見
学
会
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　２階には、総務課、地域振興課、税務住民課、農林振興課、建設課、教育委員会、会計の各課がひとつ
のフロアに配置されています。また、保健センターが隣接したことで、各種手続きの移動が容易になり住
民サービスの向上が図られます。
　３カ所設置された打ち合わせコーナーと各課にあるローカウンターを使用することで、今までの執務ス
ペースでの相談等が無くなり、個人情報や重要書類の流失等も未然に防げるようになっています。

１階（書庫、守衛室、救急待機室、更衣室、駐車場が配置されます。）
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西口入口

正
面
玄
関

税務住民課 建設課

総務課

地域振興課教育委員会 農林振興課

議　会
事務局

会
計
室



椎葉村国民健康保険病院からのお願い

○休日などの待ち時間が長くなることについてのお願い
（できるだけ休日の受診は午前10時以降にお願いします。）

○椎葉村国保病院で働く親戚の看護師はいませんか？
　平日は多くの人であふれている外来待合も休日はガランとしています。休日の昼間に病院で働いてい
る看護師は通常日の３分の１の人数５人だけです。さらに休日には薬局の人も事務の人も用務員もいま
せん。だから看護師さんたちは朝の時間は大忙しです。
　朝食の介助、かた付、そして患者さんの清拭、身辺整理などなど。10年前僕が赴任した時と比べ入院
患者さんはより高齢化しました。それだけ今までより、よりきめ細やかな看護を必要とする方が増えて
います。そんな休日の朝、午前10時くらいまでに救急の外来患者さんが来られた時はさあ大変。病棟の
業務をこなしながら外来患者さんの診察の準備まで。しかしそこは安心、椎葉の方は看護師さんが忙し
いことを知っています。多くの方は上記のような状況を説明すると熱があっても少しくらい待たされる
ことに何の不平も言いません。困るのは時折来られる村外の方でしょうか。
　現在椎葉病院で働く看護師の人数は充分とはいえません。今後の椎葉村での質の高い医療を維持して
いくうえでの看護師の補充は不可欠です。皆さんのお子様、孫等々、椎葉村の医療のさらなる充実のた
め椎葉に戻ってきて働かないかと声かけよろしくお願いします。
　何か情報があればぜひ病院事務長、看護師長にご連絡ください。

　椎葉村国民健康保険病院　院長 吉持 厳信

人事異動についてのお知らせ
■平成24年３月31日付退職者（２人）
　教育委員会　黒木 せい子（椎葉小）
　教育委員会　黒木 カヨ子（大河内小）
■平成24年４月１日付人事異動
【福祉保健課】（13人）
　上椎葉児童館　主　　査　山中 ちどり
　　　　　　　　主任技師　甲斐 友梨
　松尾児童館　　主　　幹　那須 香代子
　向山児童館　　主　　査　椎葉 ユカリ
　大河内保育所　主　　査　濵砂 早苗

【教育委員会】（８人）
　椎葉小学校　　主　　査　黒木 加恵
　椎葉小学校　　主　　査　椎葉 美幸
　尾向小学校　　主　　査　椎葉 藤香
　不土野小学校　主　　査　甲斐 町子
　大河内小学校　主　　査　椎葉 廣美
　椎葉中学校　　主　　幹　廣末 ツユ子
　醇和寮　　　　主　　査　右田 世佳
　醇和寮　　　　主　　査　山中 ルリ子

【新規採用職員】（３人）
　税務住民課 税務グループ　　　中瀬 裕樹
　福祉保健課 ほけんグループ　　中竹 綾乃
　農林振興課 畜産振興グループ　熊谷 博道

新
庁
舎
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
す

　

椎
葉
村
役
場
新
庁
舎
の
見
学
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
日
時
は
次
の
と
お
り
で

す
。
村
長
室
や
議
場
な
ど
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
部
屋
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
　

時　

４
月
18
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で

■
受
付
場
所　

正
面
玄
関

■
駐
車
場　

旧
庁
舎
横
駐
車
場
・
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

※
係
員
が
ご
案
内
い
た
し
ま
す

■
注
意
事
項　

・
執
務
ス
ペ
ー
ス
内
に
は
入
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

・
撮
影
等
は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲村長室
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村のできごと

　入園時と比べると心も体も大きく成長しま
した。４月から小学生、勉強に運動に楽しみ
ですね。
　小崎児童館は園児減少で休館することにな
りました。在園児は上椎葉児童館に通うこと
になります。上椎葉児童館のお友達とも仲良
く遊んでくださいね。

小崎児童館卒園式
（３月15日）

　

親
元
を
離
れ
て
生
活
を
し
て
き

た
醇
和
寮
で
の
最
後
の
夜
。両
親
、

先
生
、
後
輩
た
ち
と
最
後
の
夕
食

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
別
れ
会
で
は
、
３
年
間
の
思

い
出
が
よ
み
が
え
り
涙
の
あ
い
さ

つ
と
な
り
ま
し
た
。

友
人
た
ち
と
の
最
後
の
夜　

醇
和
寮
退
舎
式

　

村
内
２
校
の
中
学
校
で
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
代
表
挨
拶
で
は
、
両
親
、
友

人
や
学
校
の
先
生
、
地
域
の
方
へ
の
感
謝
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
ず
っ
と
一
緒
に
学
ん
だ
友
人
た
ち
と

も
高
校
進
学
で
は
離
れ
ば
な
れ
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
将
来
の
夢
を
目
指
し
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

新
た
な
道
へ

中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

（
３
月
16
日
）

松
尾
中
学
校

椎
葉
中
学
校
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村のできごと

　

椎
葉
ハ
ツ
エ
さ
ん（
本
郷
）が
、
３
月
19
日

に
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
村
長

よ
り
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
平
寿
園
に
入
所
さ
れ
て
い
る
ハ
ツ

エ
さ
ん
。
長
生
き
さ
れ
て
く
だ
さ
い
ね
。

祝100歳
椎葉ハツエ さん

おめでとうございます!

　

愛
知
県
の
株
式
会
社
恒こ

う

進し
ん

製
作
所
よ
り

毎
年
車
い
す
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
年
も
５
台
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
車
い
す
は
病
院
と
平
寿
園

で
活
用
さ
れ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

車いすの寄贈

　

鹿
野
遊
地
区
公
民
館
で
は
、㈶
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
受
け
て
公

民
館
備
品
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、宝
く
じ
の
助
成
金

に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の

整
備
を
行
っ
て
お
り
、地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

平成23年度コミュニティ助成事業

　

村
長
よ
り
す
こ
や
か
祝
い
金
贈
呈
の
あ
っ
た
４
人
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

　

す
こ
や
か
に
成
長
し
て
く
だ
さ
い
ね
！

▲

第
２
子

　

右
田
虎こ

太た

朗ろ
う

く
ん

　
（
本
郷
）

　

安
藤
有
希
さ
ん（
唖
谷
）が
「
平
成
23
年

度
土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
作
文
」
に
お

い
て
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
全
国

の
中
学
校
か
ら
７
１
９
点
の
応
募
が
あ
る

中
で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

土砂災害防止に関する作文
安藤有希さん優秀賞受賞!

す
こ
や
か
祝
い
金
贈
呈
式▲

第
１
子

　

椎
葉
恋れ
ん

く
ん

　
（
丸
野
）

▲

第
６
子

　

石
井
敦あ
つ

大ひ
ろ

く
ん

　
（
水
無
）

▲

第
３
子

　

甲
斐
颯そ
う

真ま

く
ん

　
（
若
宮
住
宅
）

　

２
月
27
日
に
宮
崎
市
高
岡
町
で
開
催
さ

れ
た
第
42
回
月
知
梅
う
め
ま
つ
り
剣
道
大

会
の
小
学
生
女
子
の
部
に
お
い
て
、
椎
葉

小
年
剣
道
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

椎葉少年剣道が優勝!
おめでとうございます!

　

２
月
８
日
に
、
第
59
回
宮
崎
県
婦
人
大

会（
創
立
60
周
年
記
念
大
会
）が
宮
崎
市
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
村
か
ら
は
会
長（
那

須
邦
子
氏
）以
下
16
人
が
出
席
し
、
60
周
年

記
念
表
彰
に
お
い
て
は
、
古
川
ア
ヤ
子
氏

（
平
成
14
年
〜
平
成
21
年
村
会
長
）が
功
労

者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

第59回
宮崎県婦人大会が開催

Public Relations of  SHIIBA � 2012（H24）４月号



村のできごと

　村内の小学生が加入する
スポーツ少年団のお別れ大
会が開催されました。

スポーツ少年団
お別れ大会

（３月10日・村総合運動公園）

【ソフトボールの部】
　優　勝　松尾イーグルス
　準優勝　小崎小ソフトボールクラブ
　３　位　尾向ソフト

【卓球の部】
　椎葉中卓球部と練習試合

【バレーボールの部】
　優　勝　椎小フレンズクラブ
　準優勝　松尾少女バレー

【剣道の部】
　◎２年生の部
　優　勝　椎葉 菜々花（尾向小）
　準優勝　尾前 和（尾向小）
　◎３年生の部
　優　勝　大野 凜太（椎葉小）
　準優勝　椎葉 純大（椎葉小）
　◎５年生の部
　優　勝　椎葉 知大（椎葉小）
　準優勝　尾前 渚紗（尾向小）
　◎６年生の部
　優　勝　尾前 萌々花（椎葉小）
　準優勝　那須 澪佳（小崎小）

　４月17日のドクターヘリ運行開始に向けて、本村で訓練が行われまし
た。６日は、県防災ヘリ「あおぞら」との合同訓練も行い、要請手順な
どの確認を行いました。
　訓練終了後には、ドクターヘリ搭乗医師や看護師、消防団員、病院と
反省会をし、今後の課題も明確になりました。
　今回出た課題の克服に向けて、今後、病院や消防団との訓練を重ね、
有効なドクターヘリの活用を目指します。

宮医大ドクターヘリ運用開始に向けて
本村でシミュレーション訓練（３月６日・13日）

▲

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ス
タ
ッ
フ
。
１
番

左
が
以
前
村
病
院
で
勤
務
さ
れ
て
い

た
金
丸
先
生
で
す
。

▲

搬
送
車
で
患
者
を
応
急
処
置
し

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
。
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第３回 椎葉村ファンクラブ

しいば好き人感謝祭
　今回で３回目を迎えた「しいば好き人感謝祭」。県内
外から約75人の参加があり、今年は尾向・向山地区で
開催されました。
　竹細工、猪の解体、ソバ打ちなど普段味わえない体験
をすることができ、皆さん喜んでいました。

　２月11日（土）〜12日（日）に福岡県みやま市で開催された第１回
九州平家伝説 in みやま。
　平家ゆかりの地として連携を図っている、開催地のみやま市、長
崎県佐世保市宇久町、そして本村が共にアピールしようという趣旨
のもと、このイベントに参加しました。
　我らが「恥ずかしがり屋」のおつるちゃんも２日間、一生懸命に
椎葉村を宣伝しました。

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！ 2
　みやま市は、瀬高町、山川町、高田町
が合併し平成19年に誕生した市です。源
平最後の合戦場と伝えられている「要川」
や要川の合戦に敗れた平家方の７人の女
官が身を投げて鯰に化身したといわれる

「七霊の滝」など椎葉と同じように平家
伝説を今に伝えています。

九州平家伝説 ｉｎ みやまでＰＲの巻

▲愛しの大八郎を発見！？
　甲冑姿で椎葉村を紹介した副村

長でした。
　副村長と二人で記念撮影♡▲特産品オブジェの前でハイポーズ！

▲

他
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

に
負
け
ず
と
椎
葉

村
を
Ｐ
Ｒ
！

▲

お
つ
る
ち
ゃ
ん

　

大
人
気
で
す
！
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50.0%

健康だより〈№174〉

前立腺がん検診を受けに行こう！

◎椎葉村の前立腺がん検診受診率（平成23年度）
　国の示す50％以上を達成している公民館は、６公民館で、椎葉村全体も50％以上を達成しています。

◎平成24年度　椎葉村前立腺がん検診日程
　前立腺がんは、自覚症状がほとんどありません。そのため検診で早期に発見することが大切です。申込
みがまだお済みでない方は、早めに福祉保健課 健康づくりグループまでご連絡ください。

検　診　日 ５月８日（火）〜10日（木）、５月14日（月）〜17日（木）、５月21日（月）
（受付時間・場所等は、希望者に個別に受診券を送付し、ご案内いたします）

検 診 内 容 血液中ＰＳＡ検査（特定健診等と同時に採血します）
対　象　者 50歳以上の男性
自己負担金 社保等　2,000円、国保・後期高齢者　1,000円

がん検診を受けに行こう！
　このシリーズを通して、村民のがん検診への知識がアップし、がん検診受診率が増加し、さらにがん検診精密
検査受診率が100％になることを目指しています。

Part.２

　塩分濃度0.5％の薄味スープの試飲後、うすいか、ちょうどよい
か、濃いかあてはまるところにシールを貼ってもらいました。
　結果は次のとおりです。
　0.5％という濃度は、高血圧予防のためには大変理想的な塩分濃
度です。（普通0.7％位の濃度で頑張りましょうと指導されます）
　参加者の方は薄味の習慣が身についているようです。このよう
な状態を継続してほしいですね。

生涯学習フェスティバル
食改さんによる試食コーナー・味覚調査結果！

〜89人に聞きました！〜

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
自
宅
の
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度

を
計
っ
て
み
た
い
方
は
、
電
話

連
絡
後
す
こ
や
か
館
ま
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

▲

大
好
評
だ
っ
た
試
食
コ
ー
ナ
ー



Public Relations of  SHIIBA 13 2012（H24）４月号

健 康 だ よ り №174
役場 福祉保健課
健康づくりグループ
☎６８−７５１０　無料☎７６８−７５１０

日本脳炎ワクチン接種はお済みですか？

　日本脳炎のワクチン接種後に重い病気になった事例があったことをきっかけに、平成 17 年度〜平成 21
年度まで、日本脳炎の予防接種のご案内を行いませんでした。その後、新たなワクチンが開発され、通常
通り受けられるようになっています。
　この期間に、接種機会を逃した方々に対しては、平成 22 年度より接種できるようになっています。

　ただし、ワクチンの供給量が十分でないことから、定期予防接種対象者全員に個別のご案内をする訳で
はなく、国の指導に基づき、順次ご案内をしています。今年度は、３歳・４歳、小学校２・３・４年生（平
成 14 年４月２日〜平成 17 年４月１日生まれ）を対象に個別にご案内します。
　個別ご案内となる方以外で、定期予防接種の対象となるお子様は、希望がある場合は接種できますので、
母子健康手帳をご確認の上、健康づくりグループへお申し込みください。

　また、昨年度１期接種を済ませた方は、おおむね１年後に１期追加の接種が必要です。母子健康手帳を
ご確認の上、健康づくりグループへお申し込みをお願いします。

　２期接種の機会を逃した方へのご案内については未定ですが、希望がある場合は９歳以上であれば、定
期予防接種として接種できます。

日本脳炎ワクチン接種日

５月／８日（火）、２２日（火） 　６月／５日（火）、１９日（火）

９月／４日（火）、１８日（火） １０月／２日（火）、１６日（火）

１月／８日（火）、２２日（火） 　２月／５日（火）、１９日（火）

　　■受 付 時 間：午後１時 10 分〜１時 50 分
　　■接 種 会 場：保健センター「すこやか館」
　　■持ってくる物：母子健康手帳、記入した問診票
　　■申し込み期限：接種日の２週間前まで

　　　　この他、ご不明な点がございましたら、
　　　遠慮なくお問い合わせください。

〜平成７年６月１日から平成19年４月１日生まれの方は、定期予防接種として接種できます〜



▼
お
知
ら
せ

税
の
納
期
（
４
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
軽
自
動
車
税
〕（
全
期
）

■
納
期
限　
　
　

５
月
１
日（
火
）

■
口
座
振
替
日　

４
月
26
日（
木
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
24
年
度
保
険
料
率
の　

決
定
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
の
保
険
料
率
に
つ
い
て

は
、
協
会
に
お
い
て
以
下
の
と
お
り
、
都

道
府
県
別
の
保
険
料
率
を
定
め
、
厚
生
労

働
大
臣
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
健
康
保
険
料
率　

10
．01
％

■
介
護
保
険
料
率　

１
．55
％

　

２
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
事
業
所
様
あ
て
に

お
知
ら
せ
を
発
送
い
た
し
ま
す
。

全
国
健
康
保
険
協
会
宮
崎
支
部

在
宅
当
番
医（
小
児
科
の
み
）

の
広
域
化
に
よ
る
実
施
日
程

に
つ
い
て

　

小
児
科
の
日
曜
・
祝
日
在
宅
当
番
医
に

つ
い
て
は
、
延
岡
市
医
師
会
と
広
域
実
施

に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
診
療
時
間　

９
時
か
ら
18
時

■
乳
幼
児
診
療
の
で
き
る
医
療
機
関

【
４
月
】

○
８
日（
日
）
延
岡
市
夏
田
町

　

桜
ヶ
丘
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

○
15
日（
日
）
延
岡
市
船
倉
町

　

ほ
う
し
や
ま
子
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

○
22
日（
日
）
延
岡
市
博
労
町

　

赤
須
医
院　

○
29
日（
木
）
日
向
市
原
町

　

こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
た
し
ろ

○
30
日（
金
）
延
岡
市
伊
達
町

　

田
原
病
院

入
学
お
め
で
と
う
！

　

今
年
の
新
入
生
25
人（
男
11
人
・
女
14

人
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
椎
葉
小
学
校
】
10
人

　

西
村 

咲さ

紀き　
　
　
（
若
宮
住
宅
）

　

伊
集
院 

壮そ
う

太た

郎ろ
う　
（
針
金
橋
）

　

那
須 

煌こ
う

明め
い　
　
　
（
間
柏
原
）

　

那
須 

颯さ
つ

輝き　
　
　
（
間
柏
原
）

　

那
須 

唯ゆ
い　
　
　
　
（
下
椎
葉
）

　

那
須 

心こ
こ

美み　
　
　
（
大
久
保
）

　

那
須 

煌こ
う

亮す
け　
　
　
（
鹿
野
遊
）

　

那
須 

佑ゆ
う

哉や　
　
　
（
鹿
野
遊
）

　

栩
川 

莉れ

美み　
　
　
（
鹿
野
遊
）

　

那
須 

咲さ
き

菜な　
　
　
（
胡
摩
山
）

【
尾
向
小
学
校
】
６
人

　

尾
前 

和わ

香か

菜な　
　
（
尾
前
上
）

　

椎
葉 

修し
ゅ
う
と仁　
　
　
（
尾
手
納
）

　

甲
斐 

美み

喜き　
　
　
（
向
山
日
添
）

　

椎
葉 

慧さ
と
し　
　
　
　
（
向
山
日
添
）

　

石
井 

智と
も

明あ
き　
　
　
（
水　

無
）

　

尾
前 

和か
ず

茂し
げ　
　
　
（
水　

無
）

【
不
土
野
小
学
校
】
１
人

　

椎
葉 

美み

月づ
き　
　
　
（
不
土
野
上
）

【
大
河
内
小
学
校
】
１
人

　

椎
葉 

寿と
し

紘ひ
ろ　
　
　
（
矢　

立
）

【
小
崎
小
学
校
】
１
人

　

椎
葉 

旭あ

晴せ
い　
　
　
（
竹
ノ
枝
尾
日
当
）

【
松
尾
小
学
校
】
６
人

　

岡
村 

日ひ

柚ゆ

実み　
　
（
下
松
尾
）

　

松
岡 

寛か
ん

大た　
　
　
（
下
松
尾
）

　

原
田 
美み

陽は
る　
　
　
（
新
下
松
尾
）

　

西
村 
京き
ょ
う
こ子　
　
　
（
下
屋
敷
団
地
）

　

甲
斐 
明あ

日す

華か　
　
（
旧
岩
屋
戸
）

　

那
須 

桃も
も

華か　
　
　
（
石　

原
）

※
３
月
31
日
現
在

▼
相　

談

お
気
軽
に
「
行
政
相
談
」
へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日　

４
月
10
日
・
５
月
８
日

　
　
　
　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

９
時
か
ら
12
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

▼
募　

集

自
衛
官
募
集

　

幹
部
候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
幹
部
候
補
生（
一
般
・
飛
行
）】

■
資
格　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間　

４
月
27
日
ま
で

■
１
次
試
験　

５
月
12
日
・
13
日

　
　
　
　
（
13
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

■
２
次
試
験　

６
月
12
日
か
ら
15
日

            （
指
定
す
る
１
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
日
向
地
域
事
務
所

　

☎
０
９
８
２（
52
）６
９
１
４
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お 知 ら せ

お知らせ

村 花『シャクナゲ』
村 木『サンショウ』
村 鳥『ヤマドリ』

村内のうごき  ●３月１日現在
　男　　1,508人（＋4）
　女　　1,523人（−2）
　計　　3,031人（＋2）
世帯数　1,197戸（±0）



▼
催　

し

第
７
回
大
河
内
癒
し
の
森　

森
び
ら
き

　

大
河
内
の
癒
し
の
森
に
触
れ
て
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日　

４
月
28
日（
土
）

■
場　

所　

矢
立
高
原
キ
ャ
ン
プ
場

■
受
付
時
間　

８
時
〜
８
時
30
分

■
コ
ー
ス

　

○「
矢
立
コ
ー
ス
」
ハ
イ
キ
ン
グ

　
　

・
所
要
時
間　

３
時
間
30
分

　

○「
江
代
山
」
周
回
登
山

　
　

・
所
要
時
間  

５
時
間

■
参
加
費　

無
料

■
募
集
定
員　

１
０
０
人（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

大
河
内
森
林
ガ
イ
ド
の
会

　

☎
０
９
８
３（
41
）８
４
３
３

５
月
の

イ
ベ
ン
ト
情
報

○
銘
水
の
郷
魚
釣
り
大
会

　

椎
葉
村
の
き
れ
い
な
川
で
魚
釣
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？ 

当
日
は
ヤ
マ
メ
・

マ
ス
が
約
５
０
０
キ
ロ
放
流
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
日
時　

平
成
24
年
５
月
３
日（
木
）

　
　
　
　

受
付
開
始 

７
時
30
分
か
ら

■
場
所　

耳
川
支
流 

病
院
下
河
川
敷

■
料
金　

小
学
生
以
上
５
０
０
円

○
椎
葉
村
郷
土
芸
能
の
夕
べ

　

神
楽
、
民
謡
な
ど
の
郷
土
芸
能
や
地

元
グ
ル
ー
プ
の
太
鼓
を
披
露
し
ま
す
。

　

神
秘
的
な
芸
能
の
世
界
に
引
き
込
ま

れ
ま
す
。

■
会　

場　

椎
葉
民
俗
芸
能
博
物
館

■
入
場
料　

大
人　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
人　

３
０
０
円

■
時　

間　

20
時
か
ら

○
第
33
回 

扇
山
山
開
き

　

石
楠
花
満
開
の
扇
山
に
登
り
、
雄
大

な
自
然
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

安
全
祈
願
祭
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な

ど
の
式
典
の
ほ
か
、
太
鼓
演
奏
、
宝

探
し
の
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

■
会　

場　

扇
山
松
木
登
山
口

■
入
場
料　

無
料

■
受
付
時
間　

９
時
30
分
か
ら

■
イ
ベ
ン
ト
の
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
観
光
協
会

　

☎
０
９
８
２（
67
）３
１
３
９

　

椎
葉
村
役
場 

地
域
振
興
課

　

☎
０
９
８
２（
67
）３
２
０
３
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い
つ
も
な
つ
か
し
い
記
事
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
に
待
っ
て
お
り
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
Ｍ
・
Ｋ
さ
ん

（
三
重
県
）

○「
楽
し
み
に
待
っ
て
お
り
ま
す
」
の
言
葉
は
本
当
に
う
れ
し
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
椎
葉
の
情
報
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
き
ま

す
！
（
梅
吉
）

毎
月
広
報
し
い
ば
の
届
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
椎
葉
を
離

れ
10
年
も
過
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
の
広
報
の
お
か
げ
で
椎
葉
を
忘
れ
ず
、

大
事
な
ふ
る
里
と
し
て
思
っ
て
い
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。
Ｙ
・
Ｍ
さ
ん
（
延
岡
市
）

○
広
報
担
当
冥
利
に
つ
き
ま
す
。
広
報
紙
作
成
し
て
い
て
辛
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
お
言
葉
で
が
ん
ば
れ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
梅
吉
）

広報しいばにいただいた
お便りをご紹介します！

投稿

広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）



感想、要望などお書きください。
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BOOK  CORNER

戸
籍
だ
よ
り
（
２
月
届
出
分
）

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

椎
葉 

恋れ
ん 

く
ん（

丸　

野
）
紫
苑 

さ
ん

　
　

松
岡 

冬と
う

真ま 

く
ん

（
上
松
尾
）
聡
・
久
美 

さ
ん

　
　

甲
斐 

颯そ
う

真ま 

く
ん

（
若
宮
住
宅
）
誠
・
秀
美 

さ
ん

　
　

平
岡 

世せ

名な 

ち
ゃ
ん

（
針
金
橋
）
伯
啓
・
千
晶 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

黒
木 

キ
ク
子 
様
（
68
歳
）

小　

崎
（
入
子
蒔
）

　

臧
座 

フ
イ
ノ 

様
（
77
歳
）

尾　

向
（
尾
手
納
）

　

松
岡 

ツ
ル 

様
（
81
歳
）

松　

尾
（
下
松
尾
）

　

矢
野 

邦
子 

様
（
日
向
市
東
郷
町
）

（
故 

矢
野 

幸
男 

様
）

　

那
須 

和
美 

様
（
仲　

塔
）

（
故 

那
須 

モ
ン 

様
）

　

臧
座 

元
士 

様
（
尾
手
納
）

（
故 

臧
座 

フ
イ
ノ 

様
）

香
典
返
し

（
２
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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１
日　

予
防
接
種
（
三
混
）

３
日　

憲
法
記
念
日

　
　
　

銘
水
の
郷
釣
り
大
会

　
　
　
　
（
病
院
下
河
川
敷
）

　
　
　

郷
土
芸
能
の
夕
べ
（
〜
５
日
）

４
日　

み
ど
り
の
日

５
日　

こ
ど
も
の
日

８
日　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種
（
日
脳
）

　
　
　

中
学
校
修
学
旅
行
（
〜
11
日
）

12
日　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
春
季
大
会

13
日　

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　

扇
山
山
開
き

　
　
　

村
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

15
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

16
日　

交
流
草
川
（
〜
18
日
）

19
日　

郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

22
日　

予
防
接
種
（
日
脳
）

23
日　

子
牛
セ
リ
市
（
〜
24
日
）

27
日　

小
中
学
校
眼
科
検
診
お
よ
び
各

種
健
診

29
日　

妊
婦
・
お
誕
生
日
相
談
・
乳
児

健
診

　
　
　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
・
三
混
）

５
月
の
主
な
行
事

図書室だより
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　　☎67−2850
無料☎767−0081（0082）

　

良
い
花
の
選
び
方
、
季
節
に
合
わ

せ
た
植
物
の
組
み
合
わ
せ
を
丁
寧
に

解
説
。
基
礎
か
ら
普
段
の
管
理
術
、

花
期
が
過
ぎ
た
寄
せ
植
え
の
仕
立
て

直
し
な
ど
、
園
芸
店
な
ら
で
は
の
提

案
が
豊
富
。

　

お
さ
ん
ぽ
中
の
ジ
ョ
ジ
ョ
く
ん

は
、
他
の
動
物
が
「
ぎ
ゅ
っ
」
と
し

て
い
る
の
を
見
て
マ
マ
が
恋
し
く
な

り
泣
き
だ
し
て
し
ま
う
。
心
が
温
か

く
な
り
思
わ
ず
「
ぎ
ゅ
っ
」
と
し
た

く
な
る
絵
本
。

『
12
ヶ
月
の
寄
せ
植
え
レ
シ
ピ
』

【
出
版
社
】
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社

（
著
）
黒
田　

健
太
郎

『ぎゅっ』
【出版社】徳間書店　（作・絵）ジェズ・オールバラ



３
月
16
日
に
新
庁
舎
に
引
っ
越
し
を
行
い
ま
し

た
▼
前
日
ま
で
の
晴
天
が
嘘
の
よ
う
に
雨
が
降

り
ま
し
た
。
旧
庁
舎
が
寂
し
く
て
泣
い
て
い
た

の
か
な
ぁ
▼
旧
庁
舎
に
保
存
し
て
あ
っ
た
文
書

な
ど
を
箱
詰
め
し
て
い
る
と
、
古
い
写
真
が
た

く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
▼
懐
か
し
い
写
真
を
見

始
め
る
と
引
っ
越
し
作
業
が
ど
ん
ど
ん
遅
れ
ま

す
▼
引
っ
越
し
の
天
敵
は
雨
じ
ゃ
な
く
写
真
で

し
た
。（
梅
吉
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message

今
月
か
ら
椎
葉
村
役
場
新
庁
舎
の
運
用

が
開
始
し
ま
し
た
。
新
し
い
建
物
の
香

り
が
し
ま
す
。
４
月
18
日
に
落
成
式
並

び
に
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
午
後
に
は

村
民
向
け
の
見
学
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

４
月
18
日
は
語
呂
合
わ
せ
で
４し

１い

８ば

と

い
う
こ
と
で
決
定
し
ま
し
た
。村
長
室
、

教
育
長
室
、
議
場
な
ど
村
産
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
て
い
ま
す
よ
。
ぜ
ひ
見
学

会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
に
初
入
港
し
、
市
内
外
の

方
々
の
熱
視
線
を
浴
び
た
海
外
大
型
ク

ル
ー
ズ
客
船
の
入
港
が
今
年
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
段
階
で
、
入
港
が
予
定
さ

れ
て
い
る
客
船
「
コ
ス
タ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
」

は
、
中
国（
上
海
）を
出
港
し
、
韓
国
、
日

本
を
巡
る
ク
ル
ー
ズ
の
ラ
ス
ト
ポ
ー
ト
と

し
て
細
島
港
に
寄
港
し
ま
す
。
寄
港
し
た

際
に
は
、
約
２
，０
０
０
人
の
乗
船
客
が

宮
崎
県
内
の
観
光
地
巡
り
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
に
訪
れ
、
日
本
文
化
を
堪
能
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
海
外
か
ら
の
お
客
様
を
お
も

て
な
し
す
る
た
め
に
、
物
産
展
や
ひ
ょ
っ

と
こ
踊
り
の
披
露
、
和
太
鼓
演
奏
な
ど
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
迫
力
の
豪
華
客
船
や
、
お
も
て
な
し

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

平
成
24
年
５
月
21
日（
月
）・

　
　
　
　

26
日（
土
）・
31
日（
木
）

　
　
　
　

14
時
入
港
、
24
時
出
港
予
定

■
場
所

　

日
向
市
細
島
工
業
港
1
・
2
号
岸
壁

※
そ
の
日
の
天
候
に
よ
り
会
場
が
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日　

向　

市

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
に
行
こ
う
よ
！

■問合せ先
日向市細島港クルーズ客船
受入協議会

　（日向市　観光振興課内）
　☎０９８２−５２−２１１１

『
海
外
大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
入
港
』

『新庁舎』
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選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

静
寂
の
耳
と
ぎ
す
ま
す
初
音
か
な　

	

山
本　

和
枝

［
評
］
今
年
は
春
到
来
が
遅
く
な
っ
た
の
で
、
初
音
も
や
や
遅
れ
て
い
る
と
思
う
。

作
者
は
、
う
ぐ
い
す
の
初
音
を
聞
き
た
く
て
、
今
、
森
に
居
る
。
緊
張
感
と

と
き
め
き
の
中
に
居
る
の
だ
。
う
ぐ
い
す
は
、
季
語
で
い
う
な
ら
笹
鳴
き
か

ら
始
ま
っ
て
初
音
、
春
告
鳥
、
黄
鳥
、
谷
渡
り
、
老
鴬
、
乱
鴬
、
残
鴬
と
つ

づ
く
。
人
間
に
可
愛
が
ら
れ
る
幸
福
な
鳥
。

つ
ま
ず
か
ず
正
面
向
い
て
青
き
踏
む	

那
須　

正

［
評
］
青
き
踏
む
と
は
春
に
な
っ
て
青
い
草
原
に
遊
ぶ
こ
と
。（
踏
青
は
中
国
か
ら
き

た
言
葉
）。
少
年
の
頃
、
隣
の
美
代
ち
ゃ
ん
と
タ
ン
ポ
ポ
を
摘
ん
だ
り
、
長

じ
て
淡
い
恋
を
お
ぼ
え
た
の
も
踏
青
で
あ
っ
た
。
さ
て
只
今
は
野
を
歩
く
の

も
、
掲
句
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
つ
く
づ
く
と
年
令
を
知
ら
さ
れ
て

い
る
作
者
。

「
さ
く
ら
咲
い
た
よ
」
こ
こ
ち
よ
い
孫
の
声	

椎
葉　

照
代

［
評
］
私
は
小
学
一
年
時
の
国
語
教
科
書
の
第
一
頁
の
「
サ
イ
タ 

サ
イ
タ 
サ
ク
ラ

ガ
サ
イ
タ
」
を
思
い
だ
し
て
い
る
。
こ
の
句
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
日
本
中
の

人
が
さ
く
ら
が
咲
く
の
を
待
っ
て
い
る
中
で
、
可
愛
い
お
孫
さ
ん
に
告
げ
ら

れ
て
、
知
っ
た
と
い
う
新
鮮
さ
に
感
心
し
た
。

《
佳
作
》

温

容

と

靴

音

は

ず

む

花

の

道

中
瀨　

汀

大

刀

を

差

し

て

傾

く

雛

か

な

小
丸
川　

隆

櫻
苗
木
贈
り
し
友
の
逝
き
に
け
り

黒
木　

八
重
子

風
そ
よ
と
春
は
ま
じ
か
の
空
仰
ぐ

椎
葉　

満

八
百
年
の
栃
の
木
元
気
に
芽
吹
く
か
な

那
須　

瑞
穂

寒
い
の
に
畑
の
草
達
萌
え
出
し
て

椎
葉　

シ
ズ
子

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
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　キク科ヨモギ属。本州以南の日本全土に分布し、
人里付近や路傍などで多く見かける多年草です。４
月初旬に芽吹き、高さ１ｍ程まで成長します。頭
花は小さく幅1.5㎜、長さ３㎜程の長楕円状鐘形で、
花粉が散りやすいように下向きに多数付き、９〜
10月にかけて開花します。名前の由来は、葉裏の綿
毛を集めたモグサがよく燃えることから「善

よ

燃
も

草
き

」、
よく繁茂することから「四

よ

方
も

草
ぎ

」、などと諸説あり、
「蓬

よもぎ

」と多く表記されます。葉を乾燥させたものは
艾
がい

葉
よう

という生薬になり、昔から各地で人々に親しま
れてきました。端午の節句には葉と菖

しょうぶ

蒲を浴湯に入
れ邪気を払う風習があります。椎葉では「フツ」と
呼ばれることが多く、葉に水を加えてもみ水中眼鏡
を拭き曇止めに用います。また、若葉を摘んでフツ
餅が作られます。「モチグサ」とも呼ばれるヨモギ
の香り漂う緑鮮やかな餅は、口の中にも春の訪れを
告げてくれます。

（九州大学演習林  椎葉康喜・内海泰弘）

ヨモギ
14椎葉の生き物

未来にはばたけ！

　「大きいぽんぽん！何が入ってると？」と聞
くと「おかね」という珠♡いつも笑わせていや
してくれてありがと♡

椎
葉 

光み

珠た
ま 

ち
ゃ
ん

上
椎
葉
（
上
椎
葉
中
２
）

お
と
う
さ
ん
：
聖
哉 

さ
ん

お
か
あ
さ
ん
：
ゆ
う
子 

さ
ん

平成21年11月26日生まれ

●48

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、笑顔のわを広げていきます。

　平成19年に結成し、村内産のそば粉を使った十割そばを打っ
て販売しています。
　地道な活動ですが、椎葉の味スローフーズのよろこびを全国
へ届けようと頑張っています。

中瀬 みよ子 さん 椎葉 智代美 さん

中瀬 ミツヨ さん 中瀬 ツル子 さん

椎葉村むらおこしグループ
連絡協議会

グループかすみ

　生傷の絶えない乗り物好きな男の子。そんな
彼ももうすぐお兄ちゃん!! 得意な歌とダンスで
みんなを笑顔にさせてね♡

椎
葉 

絆き
ず
な 

く
ん

上
椎
葉
（
若
宮
住
宅
）

お
と
う
さ
ん
：
勇
介 

さ
ん

お
か
あ
さ
ん
：
夏
妃 

さ
ん

平成21年10月28日生まれ

上段左から

椎葉 浪子 さん

下段左から


